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授業支援「レポート」/Canvas LMS より提出
( To be submitted through “Report” in the Class Support System / Canvas LMS )

レ ポ ー ト 掲 示
Report  Assignment

【　　文・経・法律・政治・商・医・薬　　】

【　　Facul ty  of  Let ters，Faculty  of  Economics，Faculty  of  Law，Facul ty  of  Law，Faculty  of  Business  and

Commerce，Facul ty  of  Medicine，Facul ty  of  Pharmacy　　】

以下のテーマについて、自分の見解を 2000 文字程度で論じてください。
原稿は Word にて作成、2022 年 1 月 31 日(月）までに Canvas LMS、あ
るいは授業支援に提出してください。

＊EU の土台となった「汎ヨーロッパ運動」の提唱者は、オーストリア＝ハ
ンガリー帝国代理公使として日本に赴任したハインリッヒ・クーデンホーフ
伯爵とミツコ（旧名：青山ミツ）の次男として東京に生まれたリヒャルト・ク
ーデンホーフ＝カレルギー、そしてオーストリア＝ハンガリー帝国最後の
皇太子、オットー・フォン・ハプスブルクでした。そのため移民問題などで
なかなかひとつにまとまることができず、現在岐路に立たされている EU
は、「ハプスブルク帝国を参考にして活路を探るべき」と唱える声もきか
れます。
どこまで現実的といえる提案でしょうか？
また、アジアには EU のアジア版ともいえる「ASEAN 東南アジア諸国連
合」が存在しますが、日本・中国・韓国も含めた「アジア共同体」は未だ構
想にとどまっています。実現可能だと思いますか？
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